
１　総括

　（１）人件費の状況（普通会計決算）

区分
人件費率
（B／A）

千円 千円 千円 千円 ％

　（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

　（３）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

大田区の給与・定員管理等について

住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）
人件費

対前年度増減

（注）１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国
　　　　の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用
　　　　職員の俸給月額を100として計算した指数です。

29年度

30年１月１日現在

723,341人 245,043,920 9,640,473 40,967,925 △ 1,200,065 16.7

（注）１　職員手当には退職手当を含めません。

　　　２　職員数は平成29年4月1日現在の人数です。

　　　３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれており、
　　　　職員数には当該職員を含んでいません。

　　　２ （）書きの数値は、地域手当補正後ラスパイレス指数を指す。地域手当補正後ラスパイレス指数
        とは、地域手当を加味した地域における国家公務員と地方公務員の給与水準を比較するため、地域
　　　　手当の支給率を用いて補正したラスパイレス指数。
　　　　（補正後のラスパイレス指数×（１＋当該団体の地域手当支給率）/（１＋国の指定基準に基づく
　　　　地域手当支給率）により算出。

　　　※　平成30年４月１日のラスパイレス指数が100を超えている理由及び改善の見込みについて
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 当区では、比較的採用人数の少なかった経験年数15年から20年程度の大卒職員および経験年数20

年から25年程度の高卒職員が係長職、管理職に合格をしており、このことが国の職員構成で比較す

るラスパイレス指数を押し上げている主な要因になっている。今後も特別区人事委員会勧告を踏ま

え、適正な給与水準を保っていく。 

区分
職員数
(Ａ)

給      与      費 1人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ)

(参考)特別
区平均1人当
たり給与費給  料 職員手当 期末･勤勉手当 計(Ｂ)

29年度

人 千円 千円 千円 千円 千円

4,023 15,772,257 5,340,348 7,360,861 28,473,466 7,078 6,890

千円

(100.6) 

 

(100.6) 

 

(100.9) 

 

(101.3) 
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　（４）給与改定の状況

　（５）給与制度の総合的見直しの実施状況について

①給料表の見直し

　　実施内容（平均引下げ率、実施（実施予定）時期、経過措置の有無等具体的な内容

②地域手当の見直し

　　実施内容（国基準における場合の支給割合及び当該団体の支給割合）

③その他の見直し内容

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手当の支給割合
　　　の見直し等に取り組むとされている。

　[　　実施　　　　　　未実施]

　　（給料表の改定実施時期）　平成２７年４月１日

　　（内容）　特別区の存する地域における地域手当の支給割合を２％引き上げ20％に設定するとともに、
              給料月額について地域手当の支給割合の引上げ分と同率程度引下げ。
　　　　　　　Ⅰ類初任給までの号給等は引下げなし。これらの号給付近等は引下げを緩和。

　　（支給割合）　国基準20％に対し、大田区においても20％を支給

　　（実施時期）　平成27年４月１日より実施

　管理職員特別勤務手当及び単身赴任手当について、国や他団体と均衡を図り見直しを実施。
　（平成27年４月1日実施）

（参考）

4月1日時点 遡及改定後

 国基準による支給割合 18% 18% 18.5% 20% 20% 20%

 大田区の支給割合 18% 20% 20% 20% 20% 20%

平成30年度の支給
割合

平成26年度の支給
割合

平成27年度の支給割合 平成29年度の支給
割合

平成28年度の支給
割合

 ①月例給

民間給与（Ａ） 公務員給与（Ｂ） 格差（A－B） 勧告（改定率）

30年度 383,760円 393,431円
-9,671円

（-2.46％）
-2.46％ 0％ 0.16％

 ②特別給（期末・勤勉手当）

　民間の支給
　割合（Ａ）

　公務員の支給
　月数（Ｂ）

格差（A－B） 勧告（改定月数）

30年度 4.62月 4.50月 0.12月 0.10月 4.50月 4.45月

区分

人事委員会の勧告

年間支給月数
（参考）
国の年間
支給月数

区分
人事委員会の勧告

給与改定率
（参考）

国の改定率

（注）｢民間給与｣、｢公務員給与｣は、人事委員会勧告において公民の４月分の給与額をラスパイレス比較した
　 平均給与月額です。

（注）｢民間の支給割合｣は民間事業所で支払われた賞与等の特別給の年間支給割合、｢公務員の支給月数｣は期
　 末手当及び勤勉手当の年間支給月数です。
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２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

　（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成30年4月1日現在）

　（２）職員給与費の状況（普通会計決算）①一般行政職

②医療職

　（３）特記事項
医師・歯科
医師職

看護・保健職

医師・歯科
医師職

看護・保健職

医師・歯科
医師職

看護・保健職  

特別区
平均

52歳3ヵ月 490,587円 936,142円 922,054円

43歳7ヵ月 310,998円 408,650円 380,929円

国

51歳6ヵ月 504,548円 － 850,723円

47歳2ヵ月 315,014円 － 350,632円

大田区

52歳10ヵ月 486,040円 916,507円 902,264円

42歳2ヵ月 297,307円 379,801円 361,511円

特別区平均 41歳2ヵ月 307,876円 428,762円 386,614円

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額

（国比較ベース）

東京都 41歳5ヵ月 314,490円 444,592円 395,638円

国 43歳5ヵ月 　329,845円　 － 410,940円

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額

（国比較ベース）

大田区 41歳6ヵ月 309,331円 421,830円 388,583円
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③技能労務職

参考

平均年齢 職員数
平均給料
月額

平均給与
月額(Ａ)

平均給与
月額（国
比較ﾍﾞｰｽ)

対応する
民間の
類似職種

平均年齢
平均給与
月額（B)

A/B

52歳11ヵ月 513人 304,644円 407,493円 375,269円 － － － －

うち
清掃職員

50歳8ヵ月 276人 307,211円 431,823円 383,060円
廃棄物
処理業
従業員

45歳8ヵ月 293,000円 1.47

うち
用務

56歳7ヵ月 78人 298,333円 367,772円 362,302円 用務員 55歳6ヵ月 207,200円 1.77

うち
学校給食員

58歳6ヵ月 2人 352,050円 365,750円 352,050円 調理士 43歳1ヵ月 251,100円 1.46

うち
守衛

57歳4ヵ月 13人 297,762円 389,033円 362,422円 守衛 56歳2ヵ月 234,300円 1.66

うち
自動車運転手

56歳4ヵ月 8人 305,988円 430,131円 375,135円
自家用乗
用自動車
運転者

57歳7ヵ月 243,700円 1.77

49歳7ヵ月 1,418人 292,009円 391,826円 361,938円 － － － －

50歳7ヵ月 2,553人 286,817円 ― 328,637円 － － － －

51歳8ヵ月 295人 301,331円 404,146円 372,819円 － － － －

 

　

　

※　民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用（平成27年～29年の３ヵ年
　平均）しています。

※　技能労務職の職種と民間の職種等の比較に当たり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一
　致しているものではありません。

※　年収ベースの「公務員（C)」及び「民間（D)」のデータは、それぞれ平均給与月額を12倍したものに、
　公務員においては前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を
　加えた試算値です。

　うち　守衛 6,404,234円 3,197,500円 2.00

　うち　自動車運転手 7,003,520円 3,167,000円 2.21

　うち　用務員 6,156,594円 2,808,700円 2.19

　うち　学校給食員 6,114,705円 3,357,300円 1.82

大田区 － － －

　うち　清掃職員 6,946,455円 4,038,000円 1.72

特別区平均

区分

参　考

年収ベース（試算値）の比較

公務員（C） 民間（D) C/D

国

区分

公　務　員 民　　間

大田区

東京都
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　　 ④教育職（指導主事、社会教育主事）

※　東京都は「小中学校教育職」の数値を表示しています。

　　 　（２）職員の初任給の状況（平成30年4月1日現在）

大  田  区 東　京　都

162,700円 ―

147,100円 144,600円

技能労務職 139,400円 142,000円

医 療 職 190,000円 ―

　 　（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成30年4月1日現在）

10年 15年 20年 25年 30年  

大学卒 279,638円 333,622円 373,747円 374,919円 395,324円

高校卒 232,413円 282,250円 ― 355,644円 374,938円

― ― 289,967円 308,180円 312,073円

　技能Ⅲ
　（用務・調理等）

―

技能労務職

　Ⅰ類
　（保健師・大学卒程度）

―

区    分

経  験  年  数

一般行政職

　（注）１　「平均給料月額」とは、平成30年4月1日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。

　　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手
　　　　　当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされ
　　　　　ているものです。
　　　　　　また、「平均給与月額(国比較ベース)」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務
　　　　　手当等を除いたもの）で算出しています。

区    分 国

一般行政職

　Ⅰ類（大学卒程度） 183,700円 182,700円
　総合職 183,700円

　一般職 179,200円

　Ⅱ類（短大卒程度） ―

　Ⅲ類（高校卒程度） 　一般職 147,100円

東　京　都 40歳5ヵ月 339,718円 439,954円

特別区平均 37歳3ヵ月 318,638円 426,517円

区    分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

大  田  区 46歳5ヵ月 415,106円 584,965円
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３　一般行政職の級別職員数等の状況

区分
最高号給の
給料月額

６　級 515,500円

５　級 455,000円

４　級 429,200円

３　級 407,300円

２　級 358,400円

１　級 324,800円

（注）１　大田区給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

　　　３　構成比について、表示単位未満を四捨五入しているため、端数処理の関係で合計は100％になり

#####
 　地方公
務員の給

　係長
級

 

　　　　ません。

係　　　　員 974人 40.8% 142,500円

係 長、主 査 468人 19.6% 227,300円

主　　　　任 617人 25.8% 197,100円

課　　　　長 154人 6.5% 285,000円

課 長  補 佐 149人 6.2% 254,200円

部　　　　長 25人 1.0% 370,300円

　（１）一般行政職の級別職員数の状況（平成30年4月1日現在）

標準的な職務内容 職員数 構成比
１号給の
給料月額

１級 40.8% 

１級 5.9% １級 5.0% 

２級 25.8% 

２級 23.0% 
２級 19.5% 

３級 19.6% 

３級 31.9% 
３級 32.5% 

４級 6.2% 

４級 25.4% ４級 29.6% 

５級 6.5% 

５級 6.6% ５級 7.6% 

0%
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平成30年 1年前 5年前 

一般行政職における構成比の推移 

８級 

７級 

６級 

５級 

４級 

３級 

２級 

１級 

構成比 

8級 1.3% 
7級 0.7% 
6級 5.2% 

8級 1.7% 
7級 1.0% 
6級 3.1% 

6級 1.0% 
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　（２）国との給料表カーブ比較表（行政職（一））　（平成31年４月１日現在）
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　（３）昇給への人事評価の活用状況（大田区)

①人事評価の昇給区分への適用状況

②昇給区分の適用人数

　（１）人件費の状況（普通会計決算）

区分 合計 管理職員 一般職員

平成29年度

　職員数（ａ） 3,111人 136人 2,975人

　比率（ｂ／a）

　昇給区分がＡ・Ｂと判定された職員数（ｂ） 1,035人 55人 980人

（注）１　a・b欄とも一般職員から、下記を除いた者を対象にしています。

　　　　　１）昇給判定期間（１月１日～12月31日）の全ての期間を勤務していない者

　　　　　２）懲戒処分を受けた者で、昇給区分が調整された者

　　　２  ｂ欄には、勤務成績等に応じて昇給区分が「Ａ　極めて良好」（管理職は７号昇給、その他は６号
　　　　昇給）・「Ｂ　特に良好」（５号昇給）と判定された職員数を掲載しています（標準は「Ｃ　良好」
　　　　で４号昇給）。

33.3% 40.4% 32.9%

イ　　人事評価を実施している

　活用している昇給区分
昇給可能
な区分

昇給実績が
ある区分

昇給可能
な区分

昇給実績が
ある区分

　　上位、標準、下位の区分 ○ ○ ○ ○

　　上位、標準の区分

　　標準、下位の区分

　　標準の区分のみ(一律)

ロ　　人事評価を実施していない

　　活動予定時期

管理職員 一般職員
平成30年4月2日から平成31年4月1日

までにおける運用

○ ○
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４　職員の手当の状況

　（１）期末手当・勤勉手当

1,715 千円 1,836 千円

　加算措置 　加算措置 　加算措置

（注）　（）内は再任用職員に係る支給割合です。

　　　勤務成績は５段階の成績段階に区分し、表１のとおり成績率を適用します。

表１ 表２

○勤勉手当への人事評価の活用状況（大田区）

大　田　区 東京都 国

　１人当たり平均支給額（29年度） 　１人当たり平均支給額（29年度）
－

 （29年度支給割合）  （29年度支給割合）  （29年度支給割合）

期末手当 　　勤勉手当 期末手当 　　勤勉手当 期末手当 　　勤勉手当

（1.45月分） 　（0.90月分） （1.45月分） 　（0.90月分） （1.45月分） 　（0.85月分）

2.60月分 　　1.90月分 2.60月分 　　1.90月分 2.60月分 　　1.80月分

　・職務段階別加算　５～20％ 　・職務段階別加算　３～20％ 　・役職加算　　５～20％

　・管理職加算　　　15・20％ 　・管理職加算　　　15～25％ 　・管理職加算　10～25％

 （加算措置の状況）  （加算措置の状況）  （加算措置の状況）

　職制上の段階、職務の級等による 　職制上の段階、職務の級等による 　職制上の段階、職務の級等による

最上位
支給の都度決定

 管理職員 500／10000

上　位
 係長級
 (課長補佐、係長(再任ﾌﾙ含)、主査)

200／10000

　【参考】勤勉手当への勤務成績の反映状況

　　　勤勉手当は、勤務成績に応じた一定の割合を乗じた上で支給額を決定します。

　　　この割合を成績率といい、これまで幹部職員にのみ適用してきましたが、平成20年度からは一般職員に
　　も適用することとしました。

　　　最上位と上位の成績率は、成績段階が下位及び最下位の者が拠出する額と職員から一律に拠出した額と
　　を加えた額に平成24年６月分から扶養手当相当分を加えた額を原資として、上位と最上位の者に再配分し
　　て算出します　（職員の一律拠出額は、表２のとおり勤勉手当額に一定割合を乗じた額となります）。

勤務成績
（成績段階）

成績率 判定区分 拠出割合

最下位 9500／10000  技能１級職 25／10000

中　位 10000／10000  主任、統括技能長、技能長、技能主任 100／10000

下　位 9750／10000  係員 50／10000

イ　　人事評価を実施している

　活用している成績率
支給可能
な成績率

支給実績が
ある成績率

支給可能
な成績率

支給実績が
ある成績率

　　上位、標準、下位の成績率 ○ ○ ○ ○

　　上位、標準の成績率

　　標準、下位の成績率

　　標準の成績率のみ(一律)

ロ　　人事評価を実施していない

　　活動予定時期

管理職員 一般職員
平成30年4月2日から平成31年4月1日

までにおける運用

○ ○
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（支給率）

　　　

　一人当たり
　平均支給額

4,177千円 21,265千円

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、平成29年度に退職した特別職を含む職員（全職種）に支給された
　　平均額です。

その他の加算措置  定年前早期退職特例措置　2～20％加算 その他の加算措置  定年前早期退職特例措置  2～45％加算

(退職時特別昇給　公務上の死亡等  8号給)

最高限度額 39.75月分 47.70月分 　最高限度額 47.709月分 47.709月分

勤続35年 39.75月分 47.70月分 　勤続35年 39.7575月分 47.709月分

24.586875月分

勤続25年 28.00月分 32.95月分 　勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

自己都合 勧奨・定年 　（支給率） 自己都合 応募認定・定年

勤続20年 18.00月分 24.55月分 　勤続20年 19.6695月分

　（２）退職手当(平成30年4月1日現在）

大田区 国
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　（３）地域手当(平成30年４月１日現在）

　（４）特殊勤務手当(平成30年４月１日現在）

災害応急作業等手当

災害関係対策本部が設置
された際の河川等での応
急作業、区道の除雪作業
等

 防災危機管理課
 都市基盤管理課等

132,800円
日額
800円

清掃業務手当

清掃事務所等に勤務する
自動車運転Ⅱ、自動車整
備及び作業Ⅲの職員によ
る清掃業務

 清掃事業課
 清掃事業所
 清掃事務所

45,040,800円
日額
700円

特定危険現場業務手当

足場の不安定な高所での
業務、汚水管の管きょ内
等での業務

 施設整備課
 建築審査課
 建設工事課等 39,760円

日額
280円～400円

高所で昇降機の検査業務  建築審査課
1台につき
280円～400円

手当名 業務内容
主な支給対象職員

（所属）
支給実績

（平成29年度決算）
手当額

感染症予防業務手当
法定感染症等の患者等に
接する業務

 感染症対策課
 地域健康課等

304,560円
日額
300円～660円

支給職員1人当たり平均支給年額（平成29年度決算) 94,632円

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成29年度） 10.8%

手当の種類（手当数） ４

支給実績（平成29年度決算） 45,518千円

支給実績
（平成29年度決算）

支給総額 支給職員１人当たり平均支給年額

3,340,602千円 754,427円

（注）１　特別区内から支給率の低い地域へ異動となった場合、当該異動日から２年を経過するまでの間、特
　　　　別区内の支給率を用いるよう定められています。

支給対象職員 4,424人 ０人 ５人

国の制度（支給率） 20.0％ 0％

支給対象地域 特別区内に勤務する職員
野辺山学園に
勤務する職員

（長野県南佐久郡）

館山さざなみ学校に
勤務する職員

（千葉県館山市）

支給率 20.0％ 0％
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　（５）時間外勤務手当

　（６）その他の手当（平成30年４月１日現在）

手当名
国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給職員１人当
たり平均支給年
額(29年度決算)

 扶養手当 異なる
内容及び
支給単価

189,169円

 住居手当 異なる
内容及び
支給単価

155,687円

 通勤手当 異なる
交通用具
利用者の

単価
115,576円

 管理職手当 異なる 支給単価 1,122,205円

 初任給調整
 手当

異なる
支給期間

及び
支給単価

2,521,600円

 単身赴任
 手当

異なる 支給単価 0円

宿日直手当 異なる
内容及び
支給単価

22,888円

 管理職職
 員特別勤
 務手当

異なる 支給単価 43,939円

 寒冷地手当 同じ － 0円

管理職員が臨時、緊急の必要等により、週休日
又は休日に勤務した場合および週休日以外の日
の午前０時から午前５時までの間にあって正規
の勤務時間以外の時間に勤務した場合に支給
○部長級 週休日等以外　　　  6,000円
　　　　 勤務時間６時間以下 12,000円
 　　    勤務時間６時間超　 18,000円
○課長級 週休日等以外　　　　5,000円
         勤務時間６時間以下 10,000円
  　 　  勤務時間６時間超 　15,000円

1,450千円

11月から翌３月までの各月の初日に、任命権者
が特別区人事委員会の承認を得て定めた寒冷な
地域に在勤する職員に対し支給
○区で定めた寒冷地、施設
　長野県南佐久郡南牧村 区立野辺山学園
　秋田県仙北郡美郷町 美郷町役場
○世帯主で扶養親族のある職員　17,800円
　その他の世帯主である職員　10,200円
　その他の職員　7,360円

0円

科学技術等の専門的な知識を有する職員の採用
を容易にし、民間における賃金との較差等を考
慮して支給（区では医療職給料表(一)の職にあ
る医師・歯科医師に支給）
○期間に応じて118,000円から268,500円

15,130千円

公署を異にする異動等に伴う転居のため配偶者
と別居し単身で生活することを常況とする職員
に対し支給
○基礎額　30,000円（加算額 6,000円から
14,000円）

0円

宿日直勤務を命ぜられた職員が勤務した場合に
支給
○通常の日から始まる宿日直
　 ５時間以上の場合　 8,900円
　 ５時間未満の場合　 4,450円
○年末年始の日から始まる宿日直
　 ５時間以上の場合　11,200円
　 ５時間未満の場合　 5,600円

1,305千円

自ら居住するため住宅を借り受け、月額27,000
円以上の家賃を支払っている世帯主等
○年齢に応じて8,300円から27,000円

115,520千円

通勤のために交通機関、交通用具を利用する職
員に対し支給
○限度額　1月当たり55,000円

462,420千円

管理・監督の地位にある職員に対し支給
○職に応じて66,000円から142,400円

205,364千円

扶養親族を有する職員に対し支給
○配偶者　10,000円
○配偶者がない場合の子のうちの一人 10,000
円
○上記以外の子　7,500円
○配偶者・子以外の扶養親族　 6,000円
　※16歳から22歳までの子に対し、一人につき
月額4,000円を加算（配偶者がない場合の子の
うちの一人は、1,500円を加算）

247,054千円

支給実績（平成28年度決算） 1,026,058千円

職員1人当たり平均支給年額（平成28年度決算） 231,198円

支給実績（平成29年度決算） 1,057,864千円

職員1人当たり平均支給年額（平成29年度決算） 237,669円

（注）　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（29年度決算）」と同じ年度の４月
　　　１日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除
　　　く。）であり、短時間勤務職員を含みます。

内容及び支給単価
支給実績

（29年度決算）
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５　特別職の報酬等の状況（平成30年４月１日現在）

　（１）人件費の状況（普通会計決算）

区長 ／

副区長 ／

議長 ／

副議長 ／

議員 ／

（29年度支給割合）

　（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

副区長

議長 （29年度支給割合）

副議長

議員

（支給時期）

区長 任期ごと

副区長 任期ごと

　　　　：議長等　報酬月額×45／100

　

（注）１　期末手当の額は、給料及び地域手当の月額又は報酬月額に一定の加算をし、上記の支給率を乗じた
　　　　額となります。

［加算］：区長等　(給料＋地域手当※)×20／100＋給料×25／100(※地域手当＝給料月額の12％)

　　　２　「１期の手当額」は、平成30年4月1日現在の給料月額及び支給率で１期（４年＝48月）勤めた場合
　　　　における退職手当の見込みの額です。

退職手当

（算定方式） （１期の手当額）

1,161,500円×在職年数×475/100 22,068,500円

  932,200円×在職年数×345/100 12,864,360円

年度計

1.53月 2.00月 0.40月 3.93月

期末手当

区長
６月期 12月期 ３月期

６月期 12月期 ３月期

年度計

1.50月 2.01月 0.20月 3.71月

報酬

934,200円 956,000円 861,200円

788,000円 813,300円 756,100円

615,800円 681,200円 589,000円

区分 給料月額等

給料

【参考】特別区における最高額／最低額

1,161,500円 1,256,500円 974,800円

932,200円 1,014,800円 828,600円
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６　職員数の状況

　（１）部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年度４月１日現在）

対前年

増減数

議会 18 (1) 18 (1) 0人

総務 728 (44) 727 (41) △1人 事務執行体制見直し

普 税務 142 (1) 142 (1) 0人

　（２）職員給与費の状況（普通会計決算）
通 民生 1,773 (62) 1,772 (72) △1人 事務執行体制見直し

会 衛生 587 (24) 594 (28) 7人
特区民泊事務、災害時医療事務
対応強化増

計 労働 1 (0) 1 (0) 0人

部 農林水産 1 (0) 1 (0) 0人

門 商工 54 (3) 62 (2) 8人 産業関係業務増

土木 462 (17) 474 (12) 12人 まちづくり関係業務対応増

小計 3,766 (152)人 3,791 (157)人 25人

257 (108) 247 (80) △10人
小学校用務業務委託、事務執
行体制見直し

4,023 (260)人 4,038 (237)人 15人

161 (10) 146 (8) △15人
介護認定事務等一部委託、事
務執行体制見直し

4,184 (270)人 4,184 (245)人 0人

4,135 人 4,135 人 0人

　　　　  

　　　２　（　）内は、再任用短時間勤務職員数を外書きした数です。

　　　３　条例定数とは、事務事業を執行していくために必要な職員数の上限を条例で定めたものです。

小　計

公営企業等会計

合　計

条例定数の合計

（注）１　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、公益的法人等
　　　　への派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いています。

教育部門

職員数
主な増減理由

29年度 30年度

一
般
行
政
部
門
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　（２）年齢別職員構成の状況(平成30年４月１日現在)

　（１）人件費の状況（普通会計決算）

　（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

　（３）職員数の推移

 

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数

※　年齢は年度末年齢
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30年度の構成比 

25年度の構成比 

 一般行政 3,835 3,826 3,795 3,760 3,766 3,791 △ 44 （△5.0%）

 教　育 348 335 286 266 257 247 △ 101（△38.3%）

 警　察

 消　防

 普通会計計 4,183 4,161 4,081 4,026 4,023 4,038 △ 145 （△8.2%）

 公営企業等会計等 158 152 140 157 161 146 △ 12 （1.3%）

 総合計 4,341 4,313 4,221 4,183 4,184 4,184 △ 157 （△7.9%）

平28年 平29年
過去５年間の
増減数（率）

平30年平25年 平26年 平27年年度
部門別

年度
部門別

年度
部門別

年度
部門別

区分
20歳未

満

20歳
～

23歳

24歳
～

27歳

28歳
～

31歳

32歳
～

35歳

36歳
～

39歳

40歳
～

43歳

44歳
～

47歳

48歳
～

51歳

52歳
～

55歳

56歳
～

59歳

60歳
以上

計

30年度 8 175 308 441 247 232 293 517 546 643 593 181 4,184
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